
 

 

… すず風舗装の路面温度低減効果について … 

ヒートアイランド現象抑制を図るため、道路局では、平成１５年度より「すず風舗

装整備事業」として路面温度の上昇を抑制する舗装を実施しています。 

そこで、平成１９年度と平成２０年度にすず風舗装を施工した１１路線（保水性舗

装６路線、遮熱性舗装５路線）において、平成２１年８月と９月の数日間、路面温度

の測定を実施し、路面温度の低減効果を確認しました。 

 

・今年度は過年度の結果を踏まえ、接触型温度計により路面温度の測定を実施し

ました。 

・接触型温度計による測定結果から、保水性舗装（６路線）では 7.0℃～10.0℃、

遮熱性舗装（５路線）では 6.2℃～11.2℃の路面温度低減量が得られました。 

 

１．測定結果 

区名  場  所  路面温度最大低減量（℃） 舗装種別  

港北区  レンガ通り ７．１ 保水性舗装  

南区  中村町中通り １０．０ 保水性舗装  

金沢区  すずらん通り付近  ７．５ 保水性舗装  

保土ケ谷区  シルクロード天王町 ７．０ 保水性舗装  

港北区  浜銀通り ８．３ 保水性舗装  

神奈川区  ガーデン下商店会付近  ８．３ 保水性舗装  

保土ケ谷区  保土ケ谷区役所前付近  ６．３ 遮熱性舗装  

西区  岩亀横丁  ６．８ 遮熱性舗装  

泉区  緑園都市駅付近  ６．２ 遮熱性舗装  

都筑区  都筑ふれあいの丘駅付近  ８．７ 遮熱性舗装  

港南区  港南台駅付近  １１．２ 遮熱性舗装  

※ 測定方法  

 接触型温度計により路面温度の測定を行いました。 

 保水性舗装の路面温度測定では、事前に散水を実施しています。遮熱性舗装について

は、散水を実施していません。 

 路面温度の測定は、日中の最高気温が概ね３０℃以上となる日を選定し（平成２１年８

月３日、８月８日、９月７日、９月１０日）、すず風舗装と隣接する通常舗装の温度を測定

し比較しました。 

 路面温度最大低減量は、通常舗装とすず風舗装の路面温度の差の最大値としました。 

 

平成２１年１０月２２日  

道 路 局 維 持 課 長  

長瀬 満 

 



２． すず風舗装の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． すず風舗装６カ年の施工実績 

平成１５年度から平成２０年度の６カ年において約１３万㎡を実施しました。 

【すず風舗装実施箇所（平成１５年度～平成２０年度）】 

 

遮熱性舗装 

太陽放射の赤外線を多く反射し、舗装が

吸収する熱量を少なくすることにより、

舗装の温度上昇を抑制する舗装です。 

保水性舗装 

舗装内部に蓄えた水分が蒸発する時

の気化熱により舗装内部の温度上昇

を抑制する舗装です。 
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